






















































1993 年 4 月 16 日に昭和大学の教授にしていただい
たのちに経験したものの中から 6例ほど取り上げさ
せていただきます．













































































のためセファゾリン 1 g，ビタミン B12 1,000 µg を





















































































































































































































例 1～ 4 の場合は，1,000 万円以上の賠償責任を問
われております．患者さんに文書と口頭で詳しく説
明し，患者さんのより正しい，詳しくインフォーム
して，患者さんの真意のインフォームドコンセント
に基づく，患者の自己決定に基づく同意書を取って
あれば訴えられることっていうのはまずないという
ことを強調させていただきたいと思います．
　これはちょっと司法解剖の実例ですけれども，時
間がないので飛ばさせていただきます．
　私，こんな解剖の方は本当に例数が少なくてお恥
ずかしいんですけど，2014 年まで昭和大学では司
法解剖が行われてきませんでしたが，2015 年から
司法解剖を行っておりまして，こんな件数でありま
す．あとまあ，医学博士を出したのが，60 名の方
に医学博士を出しておりまして，原著論文は頑張っ
て書いたかなと自己評価，勝手に自己評価しており
ます．どうもありがとうございました．
○司会　佐藤先生，長年に渡る業績と，緻密ないつ
もの解析をありがとうございました．それでは，こ
こで花束贈呈．ちょっとこれ明るくしましょう．先
生座ったままで結構ですよ．じゃあ皆さん，拍手を
お願いいたします．
○佐藤　ありがとうございました． （花束贈呈）
